
「男らしさ」「女らしさ」ってナニ？

男女共同参画週間

問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
課

☎
２
２
７・６
０
２
９

「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
庭
」
の
よ

う
に
、
性
別
に
よ
っ
て
固
定
的
に
役
割
を

分
け
る
考
え
方
の
こ
と
を
性
別
役
割
分
担

意
識
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、「
男
は
度
胸
、

女
は
愛あ

い
き
ょ
う嬌」「
男
の
子
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
の

お
も
ち
ゃ
、女
の
子
に
は
お
人
形
」
な
ど
、

性
別
に
対
す
る
無
意
識
の
思
い
込
み
は
誰

も
が
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、「
女
性
は
／
男
性
は
こ
う
あ

る
べ
き
だ
」「
女
性
は
／
男
性
は
こ
の
よ

う
な
こ
と
は
す
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
や
固
定
観
念
に
よ
っ
て
、
人

格
を
否
定
さ
れ
た
り
選
択
を
制
限
さ
れ
た

り
し
、
生
き
づ
ら
さ
や
息
苦
し
さ
を
感
じ

た
こ
と
が
あ
る
人
も
少
な
く
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？

そ
ん
な
「
男
ら
し
く
」「
女
ら
し
く
」

と
い
っ
た
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
考
え
方

に
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
誰
も
が
「
自

分
ら
し
く
」
生
き
る
た
め
に
、
お
互
い
を

尊
重
し
あ
い
な
が
ら
個
性
や
能
力
を
発
揮

し
、
喜
び
や
責
任
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
こ
と
を
「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
と
い
い
ま
す
。
そ
ん
な
社
会
っ
て

す
て
き
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

第
三
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

こ
う
し
た
社
会
の
実
現
を
確
実
に
進
め

る
た
め
に
、
野
々
市
市
で
は
「
第
三
次
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
（
第
三
次
男
女
共
同

参
画
行
動
計
画
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
プ
ラ
ン
で
は
、
野
々
市
市
で
の
男
女
共

「男らしさ」「女らしさ」ってナニ？ー男女共同参画週間ー

第３次男女共同参画プラン（令和４年度～令和 13年度）

目指すべきすがた

  「多様性を認め合い
 　自分らしさを生かせるまち」

課題・施策の方向基本目標

↑
プラン本編はこちら

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
10
年
後

に
あ
る
べ
き
す
が
た
を
「
多
様
性
を
認
め

合
い  

自
分
ら
し
さ
を
生
か
せ
る
ま
ち
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

多
様
性
を
認
め
合
い

自
分
ら
し
さ
を
生
か
せ
る
ま
ち

「
多
様
性
」
に
は
、
近
年
話
題
と
な
る

こ
と
が
多
い
性
の
多
様
性
以
外
に
も
、
文

化
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
、
家
族
構
成
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
多
様
性
が
あ
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
の
人
々
が
個
性
や

能
力
を
発
揮
す
る
前
提
と
し
て
、
互
い
の

立
場
を
尊
重
し
合
え
る
と
い
う
こ
と
が
大

変
重
要
で
す
。
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
の
人
々
が
家
庭
や

地
域
、
職
場
な
ど
に
お
い
て
自
分
ら
し
さ

を
生
か
し
て
活
動
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。

毎年6月23日 ～29日は

男女共同参画週間
　男女共同参画に関する国民の理解を深
めるため、毎年６月23日～29日は「男
女共同参画週間」と定められています。
　また、野々市市では週間に合わせて６
月２日㈭～28日㈫の間、学びの杜ののい
ち カレードに関連図書などを集めた「男
女共同参画啓発コーナー」を設けています。
　この機会に、男女共同参画について考え
てみましょう。

← 昨年の
　様子

１　政策・方針決定過程への女性の参画促進
　（1）　行政分野における女性の参画促進
　（2）　事業所等における女性の参画促進

２　職場における男女共同参画の促進
　（1）　事業所等における男女共同参画の促進
　（2）　女性の就業・起業支援

３　仕事と生活の調和（ワークライフバランス）の促進
　（1）　ワークライフバランス推進のための啓発
　（2）　子育て・介護環境の充実

１　男女共同参画の理解促進と意識醸成
　（1）　男女共同参画に関する学習機会の充実
　（2）　固定的な性別役割分担意識の解消

２　多様な性や文化への尊重及び理解促進
　（1）　性の多様性への理解促進
　（2）　多様な文化への理解促進

１　地域における男女共同参画の促進
　（1）　町内会など地域活動等における女性参画の促進
　（2）　災害対策等における男女共同参画の推進

２　さまざまな困難を抱える人への支援
　（1）　高齢者や障害のある人等の自立支援
　（2）　ひとり親家庭等への支援

３　生涯を通じた心と体の健康支援
　（1）　健康づくりへの支援
　（2）　妊娠・出産等に関する女性の健康支援

４　あらゆる暴力の根絶　【DV防止基本計画】
　（1）　暴力根絶の意識醸成
　（2）　相談・支援・情報提供の充実

Ⅰ　 男女がともに活躍できる
　　環境づくり
　　【女性活躍推進計画】

Ⅱ　 男女共同参画社会実現のため
の意識づくり

Ⅲ　誰もが安心して暮らせる
　　まちづくり

例えばこんなことからはじめてみよう !
〇  性別で仕事を分けず、互いに対等なパートナー
として協力し合ってみよう

〇  みんなが働きやすい職場づくりについて、話し
合ってみよう

〇  自分や家族にとって最適なワークライフバラン
スについて、考えてみよう

〇  性別による無意識な思い込みがないか、自分自
身を振り返ってみよう

〇  相手の意思や個性を尊重して行動してみよう
〇  自分とは異なる性や文化に属する人々の気持ち
を想像してみよう

〇  地域活動では、「男性だから」「女性だから」と
いった性別ではなく、個性や能力で役割を分担
してみよう

〇  自分の心や体の変化に関心を持ってみよう
〇  DV などの暴力に気がついたら、一人で悩まず
に相談してみよう
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「男らしさ」「女らしさ」ってナニ？ー男女共同参画週間ー

　固定的な性別役割分担に関連して、普段の何気ない会話の中で家族やパートナー、周囲の人々に言われて
怒りが込み上げてきた言葉を募集します！集まった言葉は、７月下旬以降に市内公共施設で展示します。

募集内容　①「カチン！」ときた言葉
　　　　　②その言葉に「カチン！」ときた理由
　　　　　③「カチン！」とこない言い換えの言葉
募集期間　６月１日㈬～ 30日㈭
応募方法　応募用紙を市民協働課へ提出（メールまたは窓口）
　 　 　 kyoudou@city.nonoichi.lg.jp

用
語
解
説

男
女
共
同
参
画
推
進
員

「
野
々
市
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」

に
基
づ
き
市
が
設
置
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ

ン
の
普
及
啓
発
や
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
・
配
布
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

研
修
会
の
企
画
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー

生
物
学
的
な
男
女
の
違
い
で
は
な
く
、

文
化
的
・
社
会
的
に
作
ら
れ
た
性
差
の
こ

と
。
２
０
３
０
年
に
向
け
、
国
際
社
会
共

通
で
達
成
を
目
指
し
て
い
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

の
ゴ
ー
ル
５
は
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

実
現
し
よ
う
」
で
す
。
全
て
の
目
標
を
達

成
す
る
に
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現

が
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

無
意
識
の
偏
見
・
思
い
込
み
の
こ
と
。

「
男
性
な
ら
○
○
す
べ
き
」「
女
性
は
○
○

し
な
い
の
が
普
通
」
と
い
っ
た
性
別
に
よ

る
思
い
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
価
値
観

や
行
動
を
人
に
押
し
付
け
た
り
、
自
分
自

身
の
可
能
性
を
狭
め
た
り
し
て
い
な
い
か

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

希
望
に
応
じ
て
、「
仕
事
」
と
「
仕
事

以
外
（
子
育
て
や
介
護
、
趣
味
や
地
域
活

動
な
ど
）」
と
の
調
和
を
と
り
、
そ
の
両

方
を
充
実
さ
せ
る
働
き
方
・
生
き
方
の
こ

と
。
最
適
な
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す

市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
で
は
、

市
・
市
民
・
事
業
者
の
責
務
を
そ
れ
ぞ
れ

次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。

野
々
市
市

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

を
推
進
す
る
施
策
を
策
定
し
、
市
民
や
事

業
者
と
連
携
を
図
り
、
協
力
す
る
よ
う
努

め
ま
す
。

市
民

家
庭
・
地
域
・
職
場
・
学
校
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
自
ら
進
ん
で
男
女
共

同
参
画
社
会
の
形
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
市
の
推
進
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努

め
ま
す
。

事
業
者

男
女
が
対
等
に
参
画
す
る
機
会

の
確
保
、
家
庭
生
活
と
の
両
立
が
で
き
る

よ
う
な
環
境
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
の
推
進
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
ま

す
。「自

分
に
は
関
係
な
い
」
と
思
わ
ず
に
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
あ
な
た
に
も
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か
？

□  

家
族
み
ん
な
で
家
事
を
分
担
し
て
い

ま
す
か
？

□  

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
考
え
で
地
域

の
役
割
が
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

□  

職
場
や
学
校
に
性
別
に
よ
る
慣
習
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？

職
場
や
学
校
に
性
別
に
よ
る
慣
習
が

私たちは
「行動宣言」します！

野々市市
男女共同参画
推進員の

ときた言葉  大募集！
　固定的な性別役割分担に関連して、普段の何気ない会話の中で家族やパートナー、周囲の人々に言われて

カチン！
応募者には、手早く、簡単に、
リーズナブルな食材で料理が
できる「『おとう飯』レシピ集
（石川中央広域圏男女共同参画
推進協議会）」をプレゼント！
（希望者先着 30人）

←詳細は
　市ホーム
　ページ

　「男女共同参画が大切なのはわかったけど、何から取り組めば……」そんな人は、『男女共同参画推進員』の「こ
んなことに取り組んでいきます」という『行動宣言』を参考にしてください。この宣言は、５ページに掲載
したプランの課題に沿ったものです。みんなで取り組み、野々市市で男女共同参画社会を実現しましょう！

　これから市民活動を行う基
準を「政策・方針決定過程へ
の女性の参画促進」に重点を
置きます。行政分野における
女性の参画推進には、色々な
壁や困難がありますが、市民
の一人として、行政に働き掛
け、色々な機会に要望してい
きます。

　性別や年齢にとらわれず、
男女が社会の対等な構成員と
して、職場で活躍できるよう
推進していきます。特に、ア
ンコンシャス・バイアス（無
意識の偏見・思い込み）を少
しでも緩和できるよう、働き
やすい職場づくりを目指して
いきます！小松  靖典さん 村中  恵さん

Ⅰ－１ 政策・方針決定過程への女性の参画促進 Ⅰ－２職場における男女共同参画の促進 Ⅰ－３ 仕事と生活の調和（ワークライフバランス）
　　　の促進

Ⅱ－１男女共同参画の理解促進と意識醸成

仕事軸ではなく、プライ
ベート軸！私自身が積極的に
子育てなどのための休暇取得
やプライベートを犠牲にしな
いような仕事のスケジューリ
ングを行うとともに、私の周
りにもそのような考えが広ま
るような環境づくりを心掛け
ていきます。

固定的な性別役割分担意識
や固定観念にとらわれず、お
互いを尊重し、自分らしく生
きることを目標に、現在、地
域での理解促進に取り組んで
います。今後は、男女が共に
社会のあらゆる分野に参画し
ていくための意識を育む活動
に力を入れていきます。斎藤  宏樹さん 林  正一さん

越田  陽志榮さん 餅木  幸美さん

Ⅲ－２さまざまな困難を抱える人への支援 Ⅲ－３生涯を通じた心と体の健康支援

　高齢者・障害者・ひとり親
家庭が今、何を望んで、何を
幸せと感じているのか。何を
不安に思うのか。コミュニ
ティカフェに参加してくださ
る高齢者ともっと話し合い、
充実した生活や野々市市でよ
かった！と思えるための支援
を模索していきます。

　心と体の健康は一朝一夕に
得られるものではなく、日々
の心の持ち方や生活習慣が大
切です。自らの心と体の健康
に関心を持ち、考えてもらう
きっかけづくりのために、地
域の公民館や SNS などを通
じ、幅広い世代の方々に情報
発信していきます。

　10 人に１人がDVを経験
し、左利きの人と同じくらい
の割合で性的少数者がいる時
代。自分には縁のないことと
して捉えている人に対して、
DV被害経験のある支援者と
しての活動や、これまで学ん
できた知識をもとに、「私ら
しく」情報発信していきます。

　私の所属する町内会では、
男女問わず積極的な活動を
行っています。多様化する地
域課題やニーズに対応し、地
域を持続可能なものとするた
めにも、男女共に活動するこ
との重要性を発信していきま
す。普段の活動が災害などの
非常時にも役立つと思います。新美  静香さん 橋本  逸郎さん

Ⅱ－２多様な性や文化への尊重及び理解促進 
Ⅲ－４あらゆる暴力の根絶

Ⅲ－１地域における男女共同参画の促進
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